
レジリエンス研究教育推進コンソーシアム第 34 回幹事会議事要旨 
 

1 日 時：令和 8年 2月 27 日（金）10時 30 分～11 時 30 分 
2 場 所：オンライン（Zoom） 
3 出席者：寶（会長）、甘利（副会長）、遠藤（副会長）、岡島、面 

オブザーバー：林（東京海上日動） 
陪席者：石塚（防災科学技術研究所）、小松原（セコム）、大貫（筑波大学）、増田（〃）、栗原（〃）、 

酒井（〃）、根本（〃） 
                                  （敬称略） 

4 議事 
Ⅰ. レジリエンス研究教育推進コンソーシアムに係る事案 
【審議事項】 

(1) 株式会社日本総合研究所の入会について 
岡島委員より、資料 1-1~1~3 に基づき説明があり、入会が承認された。 
 

(2) 巨大災害研究会の特別会員入会について 
岡島委員より、資料 2-1~2-2 に基づき説明があり、入会が承認された。 
 

(3) レジリエントライフプロジェクトの特別会員入会について 
岡島委員および林氏より、資料 3-1~3-2 に基づき説明があり、入会が承認された。 
 

(4) 東急グループ内の参画機関変更について 
岡島委員より、次の説明があり、手続きを進めることが承認された。 
・(株)東急総合研究所 の運営委員である真城源学氏が 東急(株) へ異動した 
・これに伴い、コンソーシアム参画機関を (株)東急総合研究所 から 東急(株) へ変更する 
事務手続きを進めている 
 

(5) 令和 8 年度以降のコンソーシアム運営体制について 
岡島委員および遠藤副会長より、資料 4-1~4-2 に基づき次の説明があり、承認された。 
・副会長：遠藤 靖典 氏 → 岡島 敬一 氏へ交代 
・遠藤氏は「会長が指名する者」として幹事職を継続 

 
(6) 有識者会員創設及び審議手続きの整理について 

岡島委員より、資料 5-1~5-2 に基づき説明があり、有識者会員創設とこれに伴う規約の改定
について承認された。 
 

(7) 令和 8 年度活動計画（案）について 
岡島委員より、資料 6に基づき説明があり、承認された。 
 

(8) 令和 8 年度キャリアマッチングデーの開催について 
岡島委員より、資料 7 に基づき説明があり、5 月 25 日（月）に開催することが承認された。 
 

(9) Tsukuba Global Science Week (TGSW) 2026セッション企画について 
岡島委員および遠藤副会長より、資料 8-1~8-2に基づき説明があり、提案内容について承認



された。また、コンソーシアムとして共催または後援をすること、後日コンソーシアム内に
もポスターセッションへの参加を募ることが承認された。 

 
(10) Security Days Spring 2026の後援について 

岡島委員および甘利副会長より、資料 9-1~9-2に基づき説明があり、後援することが承認さ
れた。 

 
(11) その他 
  ・3 月 3 日の運営委員会では、寶会長が用務により遅れて到着するため、到着までの議事進

行を甘利副会長が担当することが承認された。 
 

【報告事項】 
(1) R2EC・巨大災害研究会合同シンポジウム（3月 3 日）準備状況について 

岡島委員より、資料 10に基づき報告があった。 
 

(2) R2EC シンポジウム（12 月 1日）開催報告 
岡島委員より、資料 11に基づき報告があった。 
 

(3) その他 
特になし。 

 
Ⅱ. 筑波大学リスク・レジリエンス工学学位プログラムに係る事案 
【審議事項】 

(1) その他 
特になし。 

 
【報告事項】 

(1) Tsukuba Global Science Week (TGSW) 2026セッション企画について 
岡島委員より、資料 12 に基づき、セッション企画のうち学位プログラムの担当部分につい
て報告があった。 

 
(2) 令和 8 年度協働大学院教員及び非常勤講師について 

岡島委員より、資料 13-1~13-2 に基づき、新規担当教員について報告があった。 
  ・協働大学院教員：稗貫 峻一 准教授（電力中央研究所） 
  ・非常勤講師：松倉 広治 先生（エヌ・エフ・ラボラトリーズ） 
         大和田 祐二 先生（福島国際研究教育機構） 
 
(3) 学位プログラムオープンキャンパスの開催について（4 月 26 日） 

岡島委員より、資料 14に基づき、開催案内があった。 
 
(4) その他 
  特になし。 
 

以上 


